

































































































































































































習過程 を押さえた。語り手には、じさまや豆太への たのか。」を提示した。「もどった」が 15 名、「もど























「実践１ Hi」の記述の視点は、「語り手 3、物語作品の構造 2、豆太 1」と数える。
【表２ 主語特定の例】
学習者 記述 主語の特定
実践１ 最後に（語り手が①）語ると文が楽しくなるから。（物語が②）おもしろく ①語り手 ②物語
Hi なる。じさまの心を全て（語り手が③）話しているから。豆太が④ゆうかん ③語り手 ④豆太 ⑤
になってももどる設定があるから。最後に「～したとさ。」があると（物語 物語 ⑥語り手
が⑤）おもしろいから。語り手⑥の出番が少ないから。
実践２ 豆太は①勇気のある子どもだと（わたしは②）思ったけど、最後の言葉を（作 ①豆太 ②読者







記述の視点 豆太 じさま 物語 語り手 作者 読者 合計
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② Em 物語ではだいたいの話が楽しい雰囲気で終わるのが多いし、最後に最初と同じような性 物語、作者
格に戻る話はないからおもしろいからつけた。
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